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高血圧発症にナトリウム代謝が大きな影響を持つごとは、従来よりよく知られてい

る。しかし、欧米においてはカルシウムやマグネシウムを多く含む硬水を飲料水とし

ている地域では、それが少ない軟水地域に比べて{A自数や血圧が低く、加令に伴う血

圧上昇が抑制されるという報告があって以来、カルシウム代謝と高血圧の関係が注目

されるようになってきた。

また、最近になって正常血圧者と比較した場合の高血圧患者のカルシウム摂取量の

減少、高血圧患者の血液中のカルシウムイオン濃度の低下など、血圧とカルシウムに

関する研究報告が数多く見られる。私達も自然発症高血圧ラットを使用した実験で高

カルシウム食が血圧の抑制を引き起ごすごとを既に確認している。 1)

方法

私達は牛乳摂取が健康人の血圧にいかなる影響を及ぼすかを検討する目的で、 18才

から21才までの 131名の国立大蔵病院看護学校学生の協力を得て、 10週間にわたる毎

日の食事調査と血圧・脈拍・体重測定を行った。学生は全員寮生活をしており、栄養

士の管理下で、同じ食事を摂取している。

これらの学生を3群に分けた。群別の方法として牛乳1日 600ml摂取群、 200ml摂

取群、 200ml未満摂取群とし、それぞれ群別は学生の希望とした。血圧測定や食事記

録の不確実者を除き、各群の人数はそれぞれ58名、 45名、 28名で、解析対象者は 100

名であった。

血圧及び脈拍測定は朝起床時及び夜間就寝時に10分間安静にした後で3回測定し、
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その平均値を l日の血圧及び脈拍とした。また体重は毎週l回測定した。食誓調査は

毎臼の食朝真取量を間食を含めて詳細に記録してもらい、四訂食品分析表を用いて各

栄養素を大型コンビュータで解析した。各群問の血圧及び脈拍の経時的変化は時系列

解析で比較検討した。

結果

脈拍及ひ。体重に関しては3群間に有意差は認められなかった。食事調査の分析結果

は3群問で各栄養素の摂取量にほとんとo有意差は認められなかった。しかしながらカ

ルシウムの摂取量に関しては図1に示す如く、牛乳1日 600ml摂取群の1日カルシウ

ム摂取量は 900~1000mgを中心とした度数分布を示し、 1日 200ml摂取群及び 200ml

未満摂取群においては 350~550 mlを中心とした度数分布を示した。この結果より、

私i圭が牛乳を用いてカルシウムの摂取量を群別するという当初の目的は十分達成され

たと考えられた。

血圧と牛乳の摂取量との関係は最高血圧及び最低血圧に分けて検討した。更に最高

血圧に関しては 110醐剖d孔上の群と以下の群に分け、最低血圧に関しては65剛嗣副孔上

と以下の群に分けて検討した。図2に示すように、最高血圧が 110間出巴以kの群にお

いては 200ml摂取群、 200ml未満摂取群ともに血圧の変動が見られなかったが、 600 

ml摂取群においては、時系列解析の結果、有意の血圧の低下を認めた。最高血圧が

110mmHg以下の群においては各群問に血圧の有意な変動は認められなかった。

最低血圧に関する検討結果を図3にまとめた。最低血圧に関しては65nm剖g以上の群

においても、以下の群においても牛乳の摂取量で有意差は認められなかった。

考察

近年高血圧の成因にカルシウム代謝が重要な役割を占めている事が指摘され、注目

されてきている。私達の動物実験Hや本実i嚇吉果もとの点を示唆している。従来の高

血圧の食事療法は食塩制限のみが強調され、そのほかい体重の増加を抑えるためのエネ

ルギー制限、アルコールの摂取制限などと今までの高血圧に対する食事療法はいずれ

も患者にとって苦痛を伴う制限食であった。最近になってカリウムの積極的摂取が血
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圧の低下を引き起ごすごとが判明してきでおり、カルシウムの積極的摂取と合わせて

患者にとっては厳しい制限の伴う従来¢食事療法に比べれば、抵抗の少ない食事療法

といえる。

私達の動物実験及び臨床実験の結果に基づき、私達は高血圧の入院患者及び外来患

者に対して、出来るだけ牛乳の飲用をすすめている。一般に日本人のカルシウムや

カリウムの摂取量は欧米人に比べて少ない傾向がある。厚生省の国民栄養調査による

と引日本人の1日のカルシウムの平均摂取量は約 500mgとされており、欧米人の1000

mgと比較すると、約半分である。牛乳中のカルシウム含有量は 200m1中に約 2日Omg含

まれており、牛乳3本摂取するごとで 600mgのカルシウムが摂取が可能である。また

牛乳中のカルシウムはカルシウムの中で消化管での吸収が一番良いとされており、カ

ルシウムを摂取する素材としては有用で、簡便な方法であると思われる。
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図1.カルシウム摂取量度数分布 (. 1つは8相ニ相当}
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図2.最高血圧の変動
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図3.最低血圧の変動
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